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株
仲
間
の
冥
加
金
に
つ
き
て

I'i:~l" 
Eプ3

オ三

ヲミ

x 

本
摘
は
天
係
改
革
以
前
の
た
阪
の
諸
株
仲
間
に
事
例
を
求
め
、
冥

加
金
〈
鍛
)
に
闘
す
る
諸
事
情
p
f
解
明
ぜ
ん

ι
す
品
も
の
「
め
る
。
認

加
金
〈
銀
)
崎
町
奉
行
そ
の
他
の
公
的
閥
係
の
側
よ

b
も
取
扱
ふ
べ
き

幾
多
の
問
題
を
有
し

τゐ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
機
舎
に
譲
b
、
葱
で

は
株
仲
間
に
重
心
を
置
き
、
冥
加
金
(
銀
)
が
如
何
に
し
て
よ
納
提
出

せ
ら
る
、
か
、
叉
知
何
に
し
で
仲
間
員
に
分
携
せ
ら
る
、
か
、
を
主

と
し
て
検
討
す
る
で
め
ら
う
。

一
、
冥
加
金
の
よ
納

御
発
株
の
中
に
は
冥
加
金
(
銀
)
を
必
要
と
せ
ざ
る
も
の
も
若

干
は
あ
っ
た
が
、
株
仲
間
の
大
部
分
は
冥
加
金
(
銀
}
の
上
納
を

原
則
と
し
て
ゐ
た
。
殊
に
明
和
・
安
永
・
天
明
期
の
幕
府
放
漫
政

策
の
波
に
乗
っ
て
許
可
せ
ら
れ
た
多
く
の
所
謂
願
株
は
そ
の
表

株
仲
間
の
冥
加
金
に
つ
き
で

商
上
の
理
由
は
何
に
で
も
あ
れ
、
結
局
は
冥
加
金
(
銀
)
上
納
を

傑
件
と
し
て
そ
の
特
権
と
保
護
と
を
購
っ
た
も
の
に
外
注
ら
た

ぃ
。
冥
加
金
(
銀
)
は
通
常
株
認
可
の
最
初
の
年
に
多
額
を
上
納

し
、
翌
年
よ
り
は
そ
れ
よ
り
少
額
を
年
々
上
納
す
る
と
と
に
な

っ
て
ゐ
角
。
そ
の
中
林
教
を
一
定
せ
る
所
謂
〆
株
U
あ
っ
て
は

慨
し
亡
仲
間
一
鑓
を
一
つ
の
課
徴
軍
位
と
し
て
特
定
額
を
課
せ

ら
れ
、
明
苛
株
・
休
み
株
の
有
無
比
閲
せ
守
、
其
特
定
額
を
負
捲

す
る
を
要
し
、

2
K
反
し
株
数
の
不
定
に
し
て
年
b
唯
減
あ
る

ハ
刀
は
所
定
の
一
・
λ
分
だ
り
を
各
員
が
負
婚
す
れ
ば
事
足
づ
売
。

冥
加
金
(
銀
)
に
は
金
建
に
て
金
何
雨
と
定
む
る
も
の
と
、
銀

建
に
て
銀
何
校
叉
は
幾
貰
目
と
一
定
す
る
も
の
と
が
あ
り
、
時

に
は
初
年
金
は
金
建
ゅ
年
A
銀
小
山
木
々
冥
加
銀
〉
は
銀
建
と
云
ふ
具

合
に
二
者
を
混
入
す
る
も
の
が
あ
り
、
株
仲
間
毎
に
そ
の
事
情

を
異
に
し
て
ゐ
た
。
大
阪
に
て
は
銀
建
の
も
の
が
多
〈
、
冥
加

銀
な
る
文
字
が
多
く
用
ひ
ら
れ
た
様
に
思
は
れ
る
が
、
以
下
絞

惑
を
簡
輩
に
す
る
第
、
二
様
に
使
用
せ
歩
、

一
般
的
に
は
冥
加

金
な
る
文
字
に
統
一
し
て
使
用
す
る
で
あ
ら
う
。

御
発
株
中
冥
加
金
を
上
納
す
る
を
要
し
た
も
の
L
例
を
一
一
一
ニ

第
三
十
九
巻

五
八
五

第
四
時
碗

一
二
九

「京口江戸口爾問屋と品、常御取〆株に被叶候問、冥加銀参百枚此節相納、
銀五拾枚づつは毎年十一月中無相違相*i'j可申候」とゐる。 (r大阪市克」第五、
七ーニ頁〉〆株なる用語はその他所々¥.::多〈散見aせられる。



株
仲
間
の
冥
加
金
に
つ
き
で

事
げ
て
置
く
。
明
和
七
年
設
定
の
菜
種
絞
油
屋
の
株
数
二
百
五

十
は
初
年
金
五
百
柄
、
翌
年
よ
り
銀
七
貫
目
を
負
捲
し
、
同
じ

〈
明
利
七
年
設
定
の
問
油
屋
の
株
数
十
三
軒
は
初
年
銀
百
枚
、

翌
年
よ
り
年
々
三
十
枚
を
、
江
戸
口
京
口
油
問
屋
株
(
江
戸
口
八

軒
-
京
口
三
軒
ず
は
初
年
銀
三
副
枚
・
翌
年
よ
り
年
々
銀
五
十
枚
を

課
せ
ら
れ
た
。

畑
川
株
巾
〆
株
に
開
崎
寸
る
例
J
h
し
と
は
究
氷
山
一
-
午
投
恨
の

i
m
a

盤
魚
問
屋
株
百
四
十
枚
の
初
年
金
七
貫
目
翌
年
よ
り
五
貫
目
、

安
永
八
年
創
設
の
際
州
小
問
屋
三
十
軒
の
初
年
金
二
十
雨
翌
年

よ
り
金
十
附
と
せ
る
が
る
る
叫
安
永
一
冗
年
に
於
け
る
綿
貨
安
積

問
屋
〔
古
株
十

7
新
株
一
J

が
初
年
銀
三
十
五
一
枚
翌
年
よ
り
銀
三

十
枚
と
し
J

同
じ
く
安
永
元
年
の
雑
喉
揚
生
魚
問
屋
株
〈
八
十
四

枚
)
が
初
年
銀
五
百
枚
・
年
，
n
銀
三
十
賞
を
上
納
せ
る
如
き
、
矢

張
こ
の
一
例
で
あ
る
。

願
株
中
不
定
株
に
し
て
一
人
分
づ
っ
を
各
自
負
捨
ず
る
例
と

し
で
は
、
天
明
元
年
設
立
の
民
輪
箔
峨
仲
間
が
冥
加
軍
人
前
、

金
百
疋
づ
っ
と
定
必
、
天
明
三
年
設
立
の
=
一
瀦
薪
問
屋
が
一
軒

に
つ
き
初
年
金
一
一
嗣
翌
年
よ
り
銀
一
枚
づ
っ
と
せ
る
の
を
事
ぐ

第
三
十
九
巻

る
事
が
出
来
る
。

六
八
六

第
四
務

一三
O

冥
加
金
の
上
納
期
は
株
仲
間
毎
に
定
っ
た
明
日
を
有
し
て
ゐ

た
。
普
通
冥
加
金
は
翌
年
分
を
上
納
せ
し
も
の
で
あ
る
が
、
乙

の
関
係
か
ら
か
、
毎
年
十
一
月
特
に
そ
の
上
旬
に
上
納
す
る
の

が
普
通
で
あ
っ
た
。
生
蹴
絞
り
屋
株
・
荒
和
布
仲
買
株
・
唐
物
闘

係
の
諸
株
仲
閣
・
石
切
屋
仲
間
・
植
木
屋
株
・
江
戸
三
度
飛
脚
仲

団
司
ゆ
臨
柏
町
長
来
。
人
可
分
岐
巾
占
ツ
主
担
問
主
巾
ム
唱
。
泊
山
知
司
王
町
立
己
中

f
1
1
1
4
I
4
H
4
R
F
1
1
1
4
f
f
1
i
i
f
 

問
・
出
納
問
屋
株
・
京
口
江
戸
口
泊
問
屋
株
・
炭
問
屋
株
・
締
買
吹

積
問
屋
株
・
天
満
組
・
池
町
組
・
堺
筋
組
毛
綿
屋
仲
間
・
江
戸
組
毛

綿
仕
入
積
問
屋
仲
間
・
貫
録
箔
峨
仲
間
等
は
い
づ
れ
も
毎
年
十

一
月
に
上
納
す
る
と
と
‘
為
し
て
ゐ

h
o
九
月
に
上
納
す
る
菱
垣

た町廻
。舶

問
屋
株
の
主日
き
は
寧
ろ
例
外
と
:z:; 
t 

ぺ
き

も
ι〉
.す

る
つ

冥
加
金
の
醜
出
は
全
仲
間
員
の
分
権
責
任
に
か
h

る
と
と
勿

論
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
奉
行
所
に
提
出
す
る
責
任
は
誰
が
負
捲

す
べ
き
で
る
っ
た
ら
う
か
。
こ
れ
は
株
仲
間
設
定
の
事
情
に
依

っ
て
異
る
。

ま
づ
御
莞
株
を
見
る
。
そ
の
中
冥
加
金
を
妥
せ
ざ
る
も
の
は

2) 3) 4) ，-大阪市史」第一、 -0七六乃至ー0七八J[
5) r睡魚千魚鰹節商蕎記」三(潟本〉
6) ri襲州|小問屋定外凶種J(潟本)。拙稿「大阪の荷受問屋二番組j(r経理事史研究」
第凶十三競〉
「大阪市奥」第一、 -0八八頁
「大阪市奥」第ーヘー0五二頁



問
題
で
友
い
が
、
冥
加
金
を
要
す
る
も
の
も
、
そ
の
多
く
は
設

定
首
時
の
軒
教
を
そ
の
ま
L
許
可
せ
る
も
の
故
、

そ
と
に
詩
人

の
介
在
す
る
事
は
殆
ん
左
左
か
っ
た
。
と
の
揚
合
町
長
加
金
提
出

の
責
任
者
は
探
則
と
し
て
役
員
(
行
司
等
)
で
あ
っ
た
。

次
に
頗
株
に
就
き
て
見
る
に
之
に
は
百
一
一
味
と
一
一
刊
株
と
が
あ
っ

た
。
直
株
と
は
現
例
府
内
業
者
を
そ
の
ま
L

一
丸
と
し
て
株
に
設
定

せ
し
め
し
も
の
に
て
、

従
来
内
仲
間
・
内
分
仲
間
と
し
て
存
在

i~:: 1:.)'せ
。し
も
の
泊t

改
め
」

〆長
イ中
rm 
に

な
る
揚
-'~ 

'" は:
lfE 
ilft 
庖
*1;: 
c' 
あ
4コ

月
日

L
F
二
j
〉
己
目
立
日
早

h
U
!
t
r
H誌
上

司

U
1
h
ヒ、義

H
i
fヰ
イ
ノ

F
E
r
-
-
J
O
-
H一淵ハ川午川
n
H
H判
判

A
H
t
t
L
代

k
f
i
t
ィー

京
都
飛
脚
屋
渡
世
仕
来
り
候
庭
内
仲
間
に
て
京
都
飛
脚
屋
之
手

に
付
候
様
相
成
、
難
儀
仕
崎
町
故
、
資
暦
四
戊
の
年
、
表
仲
間
に

御
願
申
上
』
云
云
と
あ
り
、
安
永
十
年
正
月
の
毛
鳩
問
屋
仲
間

の
「
差
上
申
一
札
」
に
は
モ
綿
問
屋
二
十
五
人
の
者
が
「
(
前
略
)

古
来
よ
り
の
渡
世
に
て
相
績
仕
候
、
然
る
庭
内
仲
間
之
儀
に
つ

き
今
般
右
人
数
組
合
之
仲
間
御
差
免
被
成
下
候
は
ば
.
同
冥
加

串
R

ク
年
比
銀
五
枚
づ
っ
年
々
上
納
仕
度
』
云
云
と
あ
り
、
天
明

四
年
八
月
の
薪
問
屋
「
定
」
に
よ
れ
ば
『
長
堀
・
道
頓
堀
・
安
治

川
・
三
演
薪
問
屋
二
拾
三
軒
往
古
よ
り
乍
内
々
仲
間
申
合
罷
在

、
株
仲
間
の
冥
加
金
に
つ
き
て

候
得
共
内
仲
間
に
而
は
不
取
締
に
付
』
と
て
公
認
を
問
願
し
て

ゐ
る
円
か
く
の
如
き
は
随
所
に
散
見
せ
ら
る
L
諸
例
で
あ
る
が
、

と
れ
等
の
揚
合
従
来
の
内
仲
間
の
貫
教
を
封
象
と
し
て
許
可
さ

れ
、
別
に
特
定
の
繍
主
・
詩
人
は
存
在
せ
十
、
冥
加
金
は
そ
の

役
員
に
よ
り
徴
集
・
提
出
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
請
株
と

一
玄
ふ
は
あ
る
特
定
人
が
土
地
開
袈
・
物
債
引
下
げ
、
冥
加
金
上
納

等
を
保
件
と
し
て
起
業
的
に
株
の
設
定
を
踊
山
川
せ
し
も
の
で
あ

る
。
こ
の
鳩
山
は
慨
し
て
従
来
よ
り
の
偉
業
者
配
陥
れ
別
注
陀

行
は
る
の
が
市
ぜ
あ
っ
た
。
明
仰
六
年
に
採
口
い
附
一
七
共
術
山
川
公

儀
橋
(
十
一
ケ
所
)
の
修
絡
を
僚
件
と
し
て
犬
阪
放
鰭
屋
株
三
百

を
発
許
さ
れ
し
如
き
「
享
保
十
九
年
九
月
十
一
日
に
問
高
注
開

変
地
繁
昌
の
た
め
閲
護
者
踊
島
屋
市
郎
右
衛
門
・
備
前
屋
吉
兵

衛
の
雨
人
へ
茶
屋
株
三
十
二
を
許
可
さ
れ
し
如
き
之
で
る
る
。

之
等
の
揚
合
冥
加
金
の
責
任
者
は
そ
の
願
主
・
詩
人
で
る
っ
た
。

概
し
て
茶
屋
株
・
風
呂
屋
株
・
煮
寅
屋
株
・
湯
屋
株
・
施
箆
屋
株
の

如
き
所
謂
客
商
寅
・
水
商
寅
の
株
は
願
人
・
願
主
・
請
人
よ
り
冥

「犬阪市奥」第五、七三三頁。
16) I薪問屋定j(寓本〉
この上納月は主として「株仲間名前松前書目録j(r大阪市史民五〉よ h調査
せ aものである。叉「大阪市奥」第一ー及:r生魚問屋定:i士幌J等を色九Tニラ
「株仲間名前帳前書j(r大阪市奥」第班、七ニ七頁〉その外諸島問屋・仲買や
砂精英外淀物仲買も十二万E定めてゐ?了。 (i諸鑑札Wj，目」潟本)

加
金
を
納
め
、
管
業
者
逮
は
そ
の
詩
人
よ
り
特
定
の
負
捲
金
を
)
)
)

引

1
9
0
t一

以
て
借
り
受
け
叉
は
譲
り
受
け
管
業
す
る
仕
組
に
友
っ
て
ゐ
ゎ
。

z
z

第
三
十
九
血
管

第
四
時
現

一一
一

五
八
七

日)



事
株
仲
間
の
冥
加
金
に
つ
き

さ
れ
ど
商
業
仲
間
の
揚
合
は
仮
令
願
出
す
る
も
の
あ
り
と
す
る

も
概
ね
願
人
は
却
下
さ
れ
、
別
に
従
来
よ
り
の
管
業
者
を
封
象

と
し
て
直
株
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
へ
ば
雑
喉
揚
生
魚

市
場
問
屋
株
を
見
る
に
『
明
和
九
炭
年
江
戸
日
本
橋
品
川
町
裏

河
岸
西
宮
屋
源
ハ
・
大
坂
備
後
町
三
丁
目
名
盤
屋
別
兵
衛
儀
、
右

株
差
免
伎
は
ぱ
冥
加
銀
相
納
可
申
回
日
願
出
候
付
、
先
役
一
岬
谷
大

利
守
限
り
に
耐
桐
札
候
庭
、
ム
什
京
間
民
共
儀
宜
(
加
一
緑
町
相
納
侠

。。

問
、
直
株
に
差
発
候
様
致
皮
巳
田
相
願
‘
御
勘
定
奉
行
よ
り
も
冥

加
時
唱
方
懸
ナ
合
有
之
、
治
亦
札
之
上
江
戸
表
b
相
伺
御
下
知
之

上
布
市
本
之
問
屋
共
・
ロ
株
差
免
、
今
以
冥
加
銀
取
立
相
描
聞
い
た
し

混
在
候
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
パ
同
様
な
経
過
は
材
木
竹
問
屋
仲

買
株
の
揚
合
に
も
見
ら
れ
た
叩
崎
町
魚
干
魚
鰹
節
問
屋
株
に
つ
き

て
も
安
氷
三
年
に
屋
根
屋
町
大
和
屋
善
右
衛
門
左
る
も
の
が
『

株
差
免
候
は
ば
冥
加
相
納
、
商
責
人
共
え
株
貸
申
皮
旨
』
を
願
出

し
た
。
蕊
に
於
て
奉
行
一
柳
谷
大
和
守
は
従
来
之
を
取
扱
へ
る

了
間
屋
(
新
天
満
町
・
新
靭
町
・
海
部
堀
川
町
〉
共
に
差
障
り
の
有
無

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
『
善
右
衛
門
よ
り
株
借
請
候
而
者
難
儀
い
た

し
候
問
直
株
に
い
た
し
度
』
し
と
三
丁
問
屋
尖
よ
り
は
答
申
し
、

第
三
十
九
倉

主
凡
人

第
四
班

一ーー一ー一

併
せ
て
『
尤
布
=
一
丁
之
外
に
も
問
屋
仲
間
商
寅
仕
来
居
候
も
の

有
之
に
付
共
分
え
も
株
貸
渡
度
旨
申
立
候
付
』
、
前
記
善
右
衛
門

の
願
出
は
却
下
し
、
三
丁
問
屋
三
十
六
軒
に
腫
魚
干
魚
睡
節
問

屋
百
四
十
一
株
を
差
免
し
た
。
と
の
揚
合
直
株
で
は
あ
る
が
、

株
の
請
主
は
三
了
問
屋
三
十
六
軒
で
あ
っ
て
、
冥
加
金
上
納
の

資
任
獅
そ
の
負
ふ
所
で
あ
っ
た
。
一
二
了
問
屋
は
持
興
せ
ら
れ
た

伶
市
間
卜
一
の
中
二
サ
E

ハ
株
を
一
二
]
問
肢
体
自
に
保
持
し
也
七

十
五
は
コ
一
町
問
屋
以
外
の
所
謂
外
問
屋
に
無
料
に
て
貸
奥
し
、

冥
加
金
は
三
了
問
屋
共
が
取
集
め

h
。
(
但
し
そ
の
飴
の
三
十
株

は
休
株
と
し
て
後
日
の
用
に
保
有
し
た
。
)

思
ふ
に
株
仲
間
の
大
部
分
は
直
株
で
る
っ
た
様
に
忠
は
れ
る

従
っ
て
詩
人
が
介
在
し
て
冥
加
金
の
責
任
を
負
ふ
こ
と
は
寧
ろ

砂
く
、
通
常
役
員
が
そ
の
蒐
集
・
提
出
の
責
に
任
じ
た
も
の
で

あ
る
。文政

一
万
年
十
二
月
吉
日
の
「
生
魚
問
屋
定
法
帳
」
に
は
『
御
上

納
銀
請
負
之
年
行
司
に
候
得
者
』
云
云
と
の
文
句
が
あ
る
。
安

永
九
年
十
二
月
の
毛
綿
仕
入
積
問
屋
江
戸
組
仲
間
「
永
用
記
」
に

は
『
冥
加
銀
上
納
毎
年
十
一
月
に
翌
年
分
行
司
両
人
を
以
相
納

「直株」なる呼稽に就きでは後記「生魚問屋J蝿魚 F魚i樫節問屋」の引用文
を見止。

14) 15) r同二上書」第五、七一四頁及七二一頁
IZ) r大阪市奥」第三、九九ニ頁。第五、一二九頁、 ベコ五頁
18) C藤井善八覚書J(r大阪市奥」第五、三九頁)
19) r享保以来御取計替候ケ傑書」によれば茶屋株サ乱呂屋株・烹賞展株・湯屋株・

13) 



可
申
事
』
と
あ
d
q
o

安
永
十
年
正
月
の
江
戸
組
毛
綿
仕
入
積
問

空異
~御
て
発
ゐ z

宅3福
田『セι

盟実
λ 目
K { 
克己
有法
之」
候は
l鏑乙
書の
之手
通規
組を
合記
二し
十て
三突
人の
中京日
よ〈

り
永
々
白
銀
三
枚
毎
年
十
一
月
可
奉
上
納
候
克
上
納
之
義
は
常

是
御
役
所
に
而
包
、
御
封
印
を
請
、
西
御
番
所
様
地
方
御
役
所

え
年
行
司
よ
り
可
奉
土
納
候
』
と
。
以
て
上
納
手
続
の
一
般
を

祭
す
ぺ
き
で
あ
る
。

町
一
、
興
加
金
の
A
W
婚

上
記
の
如
〈
冥
加
金
は
詩
人
又
は
役
員
(
行
司
等
)
に
て
取
集

め
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
は
仲
間
諸
入
用
費
と
一
緒
に
し
仲

間
資
と
し
て
一
定
額
づ
っ
月
々
徴
集
す
る
も
の
と
、
年
々
上
納

月
に
先
っ
て
冥
加
金
の
分
捻
額
の
み
を
集
め
る
も
の
と
が
あ
っ

た
J

明
和
八
年
十
一
月
の
天
満
青
物
市
揚
「
定
」
に
『
御
冥
加
銀

弁
に
仲
間
諸
入
用
は
無
滞
毎
月
出
銀
可
致
候
事
』
と
あ
る
は
前

者
の
例
で
あ
り
、
天
明
元
年
の
炭
問
屋
「
定
式
帳
」
に
『
年
々
冥

加
銀
十
一
月
上
旬
上
納
仕
候
事
に
候
へ
ば
例
年
十
月
中
旬
年
行

司
よ
り
差
紙
を
以
、
集
可
申
候
、
其
時
無
遅
滞
出
銀
可
仕
事
』

株
仲
間
の
冥
加
金
に
つ
き
て

と
あ
る
は
後
者
の
例
で
あ
る
。

叉
株
仲
間
内
部
が
組
・
講
の
部
・
課
に
分
れ
て
ゐ
た
も
の
に
ち

つ
て
は
、
部
・
課
毎
に
徴
集
せ
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
安
永
追
九

番
組
天
明
四
年
八
月
の
「
定
法
帳
」
(
鰹
魚
節
底
)
を
見
る
氏
『
冥
加

銀
井
に
入
用
銀
は
一
組
限
り
行
可
へ
集
雨
行
司
へ
致
遁
建
雨
行

司
之
内
よ
り
案
内
有
之
方
へ
相
渡
可
申
事
』
と
あ
る
。
叉
か
の
乞

組
材
木
仲
良
よ
り
土
納
す
ぺ
き
冥
加
銀
は
七
組
の
う
ち
時
の
営

番
た
る
惣
行
司
組
に
可
取
纏
め
、
之
を
十
人
材
木
監
品
問
所
に
差

引

1
決
そ
も
そ
も
冥
加
金
に
は
仲
間
一
躍
を
一
軍
位
と
し
一
定
額
を

課
徴
さ
る
L
も
の
と
、

一
人
分
づ
つ
を
特
定
せ
ら
れ
た
も
の
と

が
あ
っ
た
と
と
は
既
に
私
の
説
明
せ
る
所
で
あ
る
が
、
後
者
は

暫
く
措
き
、
前
者
に
就
き
て
云
へ
ぽ
そ
の
分
権
忙
顔
割
り
と
然

ら
ざ
る
も
の
と
が
あ
っ
た
。
一
定
の
冥
加
金
を
薗
割
り
・
頭
割
り

に
課
す
例
と
し
て
は
江
戸
組
毛
綿
仕
入
積
問
屋
仲
間
を
皐
ぐ
る

事
が
出
来
る
。
こ
の
仲
間
は
二
十
三
人
で
白
銀
三
枚
を
負
携
し

=; tc 
員IJ 昔f
白
銀之
三に
枚就
二き
拾安
二二河℃

人十
頭年
寄JiE
K 月
五の
匁両
長霊
会福
元苦

量産
人に
前は

第
三
十
丸
巻

五
八
九

第
四
時
制

族害E屋株につき『右者先祖よ h古町並新地取建候地所Eヨ差菟候分者、株冥加
等相納不申候1号共、主E来新築地面或¥¥iIr.建家場其外所限之株を逸用致度旨相
顧、差免僕頬者不建場i主より株冥加鍬取立i詑在候」と言ilしてゐる。 (1大阪市
奥」第五、一二八頁J
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株
仲
間
の
冥
加
金
に
つ
き
で

に
相
掛
り
申
候
、
外
に
上
納
之
町
少
々
懸
り
も
の
在
之
候
、
共

醐
は
年
一
行
司
よ
り
相
集
可
申
候
閣
銘
々
無
遅
滞
御
渡
可
被
成
候

事
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
品
刷
割
り
た
ら
ざ
る
例
、
と
し
て
は
或
は

入
札
に
よ
り
割
方
を
定
め
た
り
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
丈
政
一
花

年
十
二
月
士
口
日
の
「
生
魚
問
屋
定
法
峡
」
に
『
御
上
納
銀
割
方
之

儀
入
札
ム

74t夫
A
割
方
可
相
究
事
』
と
あ
る
は
と
の
一
例
で
あ

ぁ
。
併
し
慨
し
て
劉
創
的
J

の
方
が
多
数
を
I
引
め
て
ゐ
た
秘
で
あ

る。
冥
加
金
の
分
権
方
法
・
割
り
方
に
は
以
上
の
如
き
差
別
が
あ

て〉

7<: 
i;~ 

そ
tし
を
-~ 
1~~ 
押手
』司

無
謀
蒋F
』司
壷E

ホ司
主主
L目

抜
出
苛t
よ
と
規

定
す
る
の
は
い
づ
れ
の
株
仲
間
に
就
き
て
も
見
ら
る
弘
常
例
で

あ
っ
た
。
天
保
十
二
年
六
月
の
上
町
組
綿
仲
間
「
保
目
惣
判
帳
」

に
『
例
年
御
上
納
銀
取
集
之
儀
者
不
及
巾
仲
間
諸
入
別
集
之
筒

無
相
違
即
日
相
渡
可
申
候
事
』
と
あ
る
が
如
き
、
と
の
一
例
で

あ
る
。

か
る
が
故
に
上
納
金
分
捲
を
怠
る
が
如
き
事
あ
ら
ん
か

厳
重
に
制
裁
さ
る
L
の
が
常
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
文
化
四
年
六

月
の
「
綿
貫
失
積
問
屋
仲
間
定
法
」
に
は
『
毎
年
十
一
月
御
冥
加

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

銀
無
滞
可
来
上
納
事
、
若
不
納
之
仁
有
之
候
は
ば
御
株
、
仲
間

第
三
十
先
血
管

第
四
披

四

五
先

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

町

え
引
取
一
統
可
奉
上
納
候
事
』
と
る
り
、
文
政
元
年
十
二
月
士
ロ

。
。
。
。
。
0

0

0

0

0

0

日
の
「
生
魚
問
屋
定
法
帳
」
に
は
『
上
納
銀
相
滞
候
は
ば
早
速
出

0

0

0

0

 

訴
可
申
事
、
但
し
問
屋
株
取
放
し
置
可
申
事
』
と
あ
る
。
而
し
て

俄
令
休
商
す
る
が
如
き
と
と
る
る
と
て
も
そ
の
継
承
者
あ
る
ま

で
は
之
を
獄
負
推
す
る
を
要
し
た
。
剖
ち
安
永
」
1
年一
K
月
の
江

戸
紺
毛
納
仕
入
和
問
底
「
仲
間
定
法
」
を
見
る
に
、

官
後
々
に
一
中
市
h
州
叫
ん
口
之
内
不
勝
手
に
陥
商
川
氏
畑
欣
仲
間
選
Z
度
J
し

申
し
出
候
実
行
司
取
斗
に
も
難
致
候
某
故
は
銘
々
得
心
之
よ
御
冥
加

銀
御
願
奉
申
上
株
帳
面
迄
億
下
置
難
有
奉
存
然
慮
我
僅
に
組
合
退
主

人
数
減
じ
御
冥
加
銀
割
増
に
相
掛
h
候
時
は
大
切
之
御
冥
加
銀
之
義

大
義
に
奉
存
候
而
は
持
一
以
恐
多
義
に
御
座
侯
間
新
加
入
宥
之
侯
軸
剤
、

他
h
H

譲
り
替
可
申
欺
、
何
れ
に
も
張
紙
相
湾
候
迄
は
本
人
よ
り
出
銀

可
有
之
候
、
此
段
平
に
念
度
相
守
可
申
事
承
知
仕
候
(
後
略
)
」

と
あ
り
、
天
明
一
冗
年
の
炭
問
屋
仲
間
「
定
式
隈
」
に
は
『
勝
手

に
付
商
賓
相
休
伎
と
も
株
持
府
候
内
は
年
h
宜
(
加
銀
弁
月
々
諸

掛
り
物
等
価
…
遅
滞
差
出
可
巾
候
。
軍
ナ
月
に
而
も
掛
り
物
相
滞

候
は
ば
式
目
岐
に
有
之
候
泊
之
仕
法
を
以
、
右
株
、
仲
間
に
差

出
退
可
巾
事
』
と
あ
る
。
併
し
て
分
捨
額
を
醜
出
せ
ざ
る
も
の

は
、
普
通
、
上
例
の
如
く
株
を
仲
間
に
引
き
と
ら
れ
た
。
こ
の

株
は
仲
間
の
預
り
株
と
友
り
、
そ
の
冥
加
金
分
婚
額
は
他
の
仲

本〉三丁問屋(株元問屋〉は新天満町組・新靭町組・海部堀川町組の三十六軒
よりなり、外問屋は内平野町剥1(八軒)・務部制川11町敷島町組(十四軒)・立
責姻長期道頓堀捌江組(二十六軒・ト出口町組 CIi軒)・南北堀江新大黒町組
(八軒〉・南堀江五丁目組(拾問軒)よ bなれ2削n金上納の営面の責任は三
r問屋{株元問屋)が負った。
「宅綿商沓記J(潟本H北久太郎町豊丁目毛綿商組合事務所;本〉23) 



間
員
に
割
増
し
に
分
権
せ
し
め
た
り
、
或
は
仲
間
の
有
銀
を
以

て
支
排
し
た
り
し
た
。
綿
問
屋
安
永
五
年
の
出
入
一
件
を
見
れ

ば
『
休
株
御
冥
加
銀
諸
入
用
等
仲
間
へ
引
諸
相
勤
候
様
に
相
成

候
而
は
』
負
捨
も
重
い
か
ら
、
出
銀
・
加
入
銀
を
仲
間
に
積
立

分
措
額
に
そ
れ
を
首
て
よ
う
と
し
て
ゐ
る
ο
即
ち
「
古
出
銀
集
候

は
ぽ
仲
閣
に
積
置
、
氷
点
御
冥
加
銀
之
手
首
に
仕
度
奉
存
候
義
に

御
座
候
』
と
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
い
づ
れ
の
株
仲
間
に
も
見

ら
る
L
常
蛮
手
段
び
あ
っ
た
。
又
淑
り
株
巾
明
者
株
の
一
九
加
余

分
権
額
を
仲
間
よ
り
諌
て
文
梯
ひ
置
き
、
こ
れ
を
仲
間
よ
り
の

貸
し
に
な
し
、
他
日
そ
の
預
り
株
・
明
き
株
を
取
得
す
る
も
の

を
し
て
、
乙
の
借
金
を
排
済
す
る
と
云
ふ
意
味
を
含
め
、
そ
れ

だ
け
多
〈
の
購
入
料
・
加
入
料
を
提
出
せ
し
め
た
も
の
が
あ
っ

た
。
例
へ
ば
古
文
明
元
年
の
土
州
問
屋
の
定
に
依
れ
ば
『
此
後
年

行
司
え
預
り
之
小
問
屋
名
目
有
之
候
時
は
何
方
へ
譲
り
候
共
銀

二
百
回
よ
り
外
は
加
入
居
岬
致
不
申
候
事
』
左
て
、
他
種
の
加
入

に
比
較
し
て
多
〈
の
出
銀
を
課
し
て
ゐ
る
。
安
永
九
年
に
株
仲

間
と
左
っ
た
。
糠
臓
提
物
臓
仲
間
の
如
き
は
、
天
保
九
年
頃
に

株
仲
間

ω冥
加
金
に
つ
き
て

廿
七
辞
の
も
の
が
拾
六
軒
に
減
少
し
、
他
の
十
一
軒
は
明
き
株

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
「
自
ら
諸
入
用
物
過
分
に
相
掛
る
』
様
に

た
り
‘
『
明
株
に
相
成
候
向
諸
入
用
銀
滞
多
在
之
仲
間
之
借
銀
と

相
成
』
っ
た
。
而
も
『
御
冥
加
銀
之
義
は
柳
無
滞
上
納
』
せ
ね
ば

友
ら
示
、
現
管
業
者
拍
六
軒
の
負
婚
は
そ
れ
だ
け
重
か
っ
た
か

ら
、
途
に
天
保
九
年
五
月
の
「
仲
間
取
締
帳
閥
附
品
市
合
詩
印

形
脱
」
に
於
て
、
拾
一
軒
の
明
き
株
に
加
入
す
る
も
の
に
は
従

来
の
加
入
出
銀
の
外
に
金
拾
五
摘
を
出
金
せ
し
め
、
内
五
隔
は

k
k
仁
川
川
叩
h
j
z

り
印
止
惨
覧
斗
て
し
、
発
り
守
口
付
佐
仲
間
古
官
1
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の
分
に
差
入
る
L
乙
と
に
定
め
た
。

む

び

ナ

大
部
分
の
株
仲
間
は
冥
加
金
を
提
出
せ
ね
ば
な
ら
友
か
っ
た
。

冥
加
金
は
各
仲
間
毎
に
特
定
額
が
あ
り
、
初
年
金
は
多
額
で
、

翌
年
よ
り
の
年
A
金
は
砂
〈
友
っ
た
。
そ
の
多
〈
は
仲
間
を
一

国
早
位
と
し
て
一
定
額
上
納
す
る
様
式
を
採
用
し
て
ゐ
た
。

ノ、

分
づ
っ
の
分
捨
額
を
定
め
上
納
す
る
も
の
は
砂
か
っ
た
。
冥
加

金
は
翌
年
分
を
前
納
す
る
定
め
に
た
っ
て
を
り
、
上
納
期
は
大

第
四
時
制

五

第
三
十
九
巻

五
九

24) (農商務省本，大阪市役所筆潟本)
1) (菅原町組合事務所本)
2) 7) 8) Il) • (農商務省木，大阪市役所司王潟本)
3) r大阪市奥」第一、一一0七頁
4) r宅綿商蕎記J(商工合議所本)(潟本〉
5) 6) r締商奮記J(商工曾「議所本)(潟本)



株
仲
間
の
冥
加
金
に
つ
き
で

抵
十
一
月
で
あ
っ
た
。
冥
加
金
提
出
の
責
任
は
御
発
株
及
願
株

中
の
直
株
に
る
っ
て
は
概
ね
役
員
が
、
叉
願
株
中
の
請
株
に
あ

っ
て
は
詩
人
が
負
ふ
た
。

冥
加
金
の
分
拾
に
は
仲
間
費
と
し
て
月
A
仲
間
よ
り
他
の
入

用
金
と
共
に
醜
出
サ
し
め
る
方
法
と
上
納
の
都
度
集
め
る
方
誌

と
が
あ
っ
た
。
叉
そ
の
分
権
に
は
顔
割
り
と
然
ら
ざ
る
入
札
制

者
ム
」
難
も
倫
と
れ
を
支
携
は
ね
ば
た
ら
た
か
っ
た
。
分
携
を
支

排
は
ざ
る
も
の
は
株
を
仲
間
に
取
上
け
ら
れ
、
預
り
林
・
明
き

株
左
さ
れ
、
そ
の
分
の
冥
加
金
分
櫓
額
は
そ
れ
だ
け
他
の
仲
間

員
に
割
叫
唱
に
も
り
か
け
ら
れ
、
或
は
仲
間
有
銀
を
以
て
支
耕
せ

ら
れ
た
。

冥
加
金
は
今
日
の
替
業
殺
に
北
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う

が
、
そ
の
課
徴
掌
位
が
個
々
の
替
業
者
で
友
〈
、
通
常
株
仲
間

を
一
慢
と
し
て
ゐ
た
黙
に
特
色
が
あ
る
。
株
仲
間
は
一
の
課
税
，

軍
位
で
あ
っ
た
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
叉
.
其
加
金
は
株
仲
間
が

御
公
儀
に
よ
り
賦
興
せ
ら
る
る
保
護
と
援
助
と
を
徳
と
し
、
会

擦
に
よ
り
確
保
せ
ら
る
L
排
他
力
を
享
有
し
得
る
を
冥
加
と
感

第
三
十
九
巻

?li. 
九

第
四
時
晴

プミ

じ
、
園
恩
奉
謝
の
念
を
以
て
有
難
く
上
納
し
奉
る
と
一
吉
ふ
建
前

を
止
っ
て
ゐ
た
。
併
し
要
す
る
所
は
金
銭
を
以
て
特
擢
と
保
護

と
を
購
は
ん
と
せ
る
も
の
に
外
を
ら
た
い
。
株
仲
間
に
は
冥
加

金
の
外
に
『
無
代
納
物
』
『
無
賃
人
足
』
『
馳
付
』
そ
の
他
の
懸
り
物

が
屡
々
課
せ
ら
れ
た
。
例
へ
ぽ
材
木
阿
川
屋
は
御
用
材
木
・
御
仕

置
に
要
す
る
竹
木
の
上
納
を
諜
せ
ら
品
川
、
上
荷
情
。
茶
馳
仲
間

は
船
旅
銀
の
外
忙
役
粕
ふ
悦
加
子
炉
徴
税
サ
ら
れ
た
。
材
木
島
咽

竹
屋
・
解
給
毘
等
は
『
水
揚
い
た
し
候
迄
川
中
相
遣
候
』
故
に
川

一
般
に
川
波
冥
加
金
を
徴
せ

ら中
れ使
た用
仲の
間冥
も古日

砂金
くを
な課
かせ
つら
?と13Jl/1.-

か
の
一
六
保
三
年
の
御
救
犬
波

に
際
し
冥
加
金
を
差
出
せ
る
株
仲
間
は
極
め
て
多
数
で
あ
っ

h
。

又
公
儀
橋
修
繕
や
町
橋
の
負
婚
を
僚
件
と
し
て
株
を
許
さ
れ
て

ゐ
る
株
仲
間
も
あ
っ
た
。

と
れ
等
は
一
一
穫
の
物
納
課
税
・
使
用

料
又
は
課
役
で
あ
っ
で
、
冥
加
金
と
共
に
併
せ
考
究
す
ぺ
き
も

の
で
あ
る
が
、
他
日
稿
を
改
め
て
詳
論
し
た
い
と
忠
ふ
。

「綿商奮記!ニノ上(農商務省本)(潟本)
「奮例J(土佐問屋之者共)(紙業曾枇木〉
「材木商奮記J(潟本)0r大阪市J邑」第一、七六二頁
「大阪市奥」第五、一二一頁以下
「大阪市奥」第二、四二三頁

9) 
10) 

12) 
13) 
14) 


